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　一　第 6 条第 1 項に規定する区域内又はそ 
　　　の地先海面において廃棄物を捨てるこ 
　　　と。
































































































一　第25条第 1 項第 1 号から第 4 号まで、第
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ついては 5 年、長期 5 年未満の懲役若しくは禁固又は罰金に当たる罪につい
























































































































































































































































年 3 月 1 日高刑速平成17年337頁が、所有者の同意を得ていた場合であって
も不法投棄罪が成立すると解している。最高裁も、後述するいわゆる「野積




































（帝国地方行政学会、 1971年 2 月25日） 113頁以下
なし
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厚生省環境衛生局監修『清掃法全面改正 廃棄
物の処理及び清掃に関する法律の解説』（環境
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的な理解が存在するわけではなかった。そのような状況の中、最高裁は、野
積み事件決定において「捨てる」の意義について職権で判断した。





























































































































































































































（ 2 ）本稿では、16条、25条 1 項14号違反により成立する罪を「不法投棄罪」と呼ぶ。
（ 3 ）本稿では、16条の 2 、 25条1項15号違反により成立する罪を 「不法焼却罪」 と呼ぶ。




（ 5 ）小柳康彦『廃棄物で日本列島の環境が破壊されている ごみの不法投棄は大変な
社会問題である』（心泉社、2000年）参照。






















（10）高谷清「滋賀県栗東市 RD 事件」畑＝杉本編・前掲注（ 9 ）36頁以下参照。
（11）杉本裕明「岐阜市椿洞事件」畑＝杉本編・前掲注（ 9 ）52頁以下参照。
（12）杉本裕明 「四日市市大矢地・平津事件」 畑＝杉本編・前掲注 （ 9 ） 68頁以下参照。
（13）杉本裕明「石原産業のフェルシルト事件」畑＝杉本編・前掲注（ 9 ）108頁以下
参照。

























































































































































































年）29頁以下、阿部泰隆「廃棄物処理法の改正と残された法的課題（ 1 ） ～ （ 7 ・
完）」自治研究69巻 6 号（1993年） 3 頁以下・69巻 8 号（1993年） 3 頁以下・69巻
9 号（1993年） 3 頁以下・69巻10号（1993年）16頁以下・69巻11号（1993年）24頁
以下・69巻12号（1993年） 3 頁以下・70巻1号（1994年） 3 頁以下、本多淳裕「座



















































犯罪の取締りについて」Valiant17巻 8 号（1999年） 9 頁以下、同「環境犯罪の取
締まり強化について」捜査研究575号（1999年） 4 頁以下、仁井正夫「環境犯罪と
しての不法投棄・現状と課題」いんだすと14巻 8 号（1999年） 6 頁以下、長崎孝






















































































律』の概要等」捜査研究54巻 1 号（2005年） 7 頁以下参照。

























課「廃棄物処理法の改正の概要」産廃振興財団 news62号（2011年） 4 頁以下、湯
本淳「改正廃棄物処理法の概要」廃棄物研究財団・3R だより80号（2011年） 3 頁
以下、堀口昌澄「『2010年改正』を徹底解説」同『かゆいところに手が届く 廃棄物














　　廃棄物の概念　　」京都産業大学経済経営論争34巻 3 号（1999年） 1 頁以下、
椎名慎太郎「産業廃棄物の定義とその周辺」山梨学院ロー・ジャーナル 8 巻（2013
年） 1 頁以下、大塚直『環境法 Basic』（有斐閣、2013年）228頁以下等参照。
（69）大塚直「廃棄物の定義（ 1 ）」法学教室316号（2007年）40頁は、総合判断方法
（説）は、学説において好意的に受け取られることが多かったと評価している。























































































1 月29日施行）。Vgl. Arndt Sinn, in: Systematischer Kommentar zum Strafgeset-
zbuch, 11. Aufl. (137. Lfg.), 2013, § 326 Rn.1; Günter Heine/ Bernd Hecker, in: 
Adolf Schönke/ Horst Schröder (Hrsg.), Strafgesetzbuch Kommentar, 29. Aufl., 















































119頁以下、阿部鋼「判批」法学新報115巻 3 ＝ 4 号（2008年）279頁以下、長井





























































堂、第 9 版、2013年） 78頁、 川崎友巳「判批」 大谷實編 『判例講義 刑法Ⅰ』（悠々




96　早稲田法学会誌第65巻 1 号（2014） 廃棄物の不法投棄と廃棄物処理法16条の解釈について（今井）　967
例（環境法研究35号）』（有斐閣、2010年）77頁以下参照。
（114）私見によれば、故意ある幇助道具の理論を適用したかのように見える平成15年
12月22日判タ1160号94頁も、故意ある幇助道具の理論を適用することなく背後者を
単独正犯とすることが可能である。
